
【資料５】

産業成長戦略（林業分野）の追加項目

－「こうち健康・省エネ住宅」の開発と普及促進－



戦略の柱【１．林業・木材産業の再生】 【　林業分野　】

取組方針 これまでの取組 課題

施策 （今まで何に取り組んできたか）
（今までなぜ上手く進まなかった、

できなかったのか） 1 2 3
短期的な視点（平成２

３年度末）
中長期的な視点（概ね

１０年先）

※これからの対策の ★は新規事業
　　　　　　　　 　　　　  ◎は拡充事業
                  　　　    ○は継続事業

現状 これからの対策
改革の方向

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３
目指すべき姿

Ｈ２４以降

４．販売力の強化
　　　　（１）販売力の強化

◆顔の見える取引や産
   地ブランドの確立に向
   けた取引が始まって
   いる

◆森林県でありながら、
   戸建て住宅の木造率
   が全国平均を下回っ
   ている

◆企業間の連携と県の
   信用力を活かした県
   内製材品の販路の拡
   大

◆市場調査（アンケート）
   による販路開拓に向け
   た方法の検討

◆産地へのバスツアーな
   ど森林認証材の差別
   化の支援

◆木造住宅指定団地の
   指定による木造住宅の
   促進

◆「木と人出会い館」等
   による、木造住宅の安
   全、安心のPR

◆梁桁ネットワークの整
   備

◆県施設の木造化と市
   町村施設への要請に
   よる公共施設木造化
   の推進

◆県産材での木造住宅
   建設への支援

◆公共土木工事におけ
   る木製品や木製型枠
   の使用の推進

◆多くの製材は、プロダ
   クトアウトからの脱却
   が出来なかった

◆プレカットの台頭で、
   乾燥材等の性能重
   視、大ロット化を求め
   られたが、役物製材
   から脱却できず、ま
   た、協同化の意識も
   希薄であった

◆◎公共事業や公共施設での
   県産材の率先利用

◆◎県産材を利用した木造
   住宅建設促進のための支援

○

◆県職員（県外事
　務所含む）が企
　業と連携して、消
　費地での営業を
　展開している
  地域のブランドづ
　くりが始まりＰＲ
　が強化され、地
　産外商に積極的
　に取り組んでいる

◆戸建て住宅の木
　造率が、全国平
　均を上回っている
　県をはじめ、市町
　村が実施する公
　共事業で県産材
　が積極的に使わ
　れている

◆公共施設や教育
　施設の内装や家
　具に積極的に木
　材が使われてい
　る

◆◎県産材を利用した木製品
   の需要拡大のための支援

○

※改革の方向　 １　足下を固め、活力ある県外市場に打って出る（地産地消の徹底、地産外商の推進、海外販路開拓への挑戦）
　　　　　　　　　 　２　産業間連携の強化（高付加価値化の推進、すそ野が広い観光産業の戦略的展開）
　　　　　　　　　　 ３　足腰を強め、新分野へ挑戦（生産地の足腰の強化と担い手の育成、中山間地域の産業づくり、新産業の創出）

◆森林認証や品質
　が確保され、キッ
　ト化された建築部
　材の販売などを
　通じて、産地と消
　費者の顔の見え
　る関係が構築さ
　れ、安全・安心な
　産地として消費
　地にアピール出
　来ている

◆木材においても
　地産地消の意
　識が定着し、木造
　住宅はもとより、
　県産材をあらゆる
　ところで積極的に
　使用されている

○

○○○○○○○○ ○○○○

県産材の率先利用

県木材産業課：「高知県産

材利用推進方針」に基づく、

公共施設等の木造化の推

進や公共工事への積極的

な木材利用の拡大

県木材産業課：県産材利用

推進に向けた次期行動計

画の検討

県産材を利用した木造住

宅の建設促進のための支

援

県木材産業課：県産材利

用のＰＲ 公共土木工事へ

の新工法の採用

県木材産業課：県産材利

用のＰＲを強化し、県産材

利用の取組を民間へ拡大

合法木材の利用拡大に向

けて勉強会の実施

県産材利用の拡大

市町村：モデル住宅建築に

よる木造住宅建設の普及

県木材産業課：地域材ブラ

ンド化推進事業を創設し、

市町村が建設するモデル

住宅に支援

県民：県産木材の積極的

な利用

県木材産業課：木づかい

促進事業による幼稚園、

保育園、小学校、中学校

への木製品の導入に対し

て支援 木づかい促進事

業による公共的な施設等

への木製品の導入に対し

て支援

県産材を利用した木製

品の需要拡大のための

支援

県民：県産木材の積極的

な利用

県木材産業課：木づかい

促進事業を拡充し、幼稚園、

保育園、小学校、中学校へ

の木製品の導入に対して

支援 木づかい促進事業

による公共的な施設等へ

の木製品の導入に対して

支援、木製品カタログの作

成支援

県木材産業課：こうち安心

の木の住まいづくり助成事

業による支援 木造専用

団地の新規開拓

県関係各課：CO2固定量

の認証制度による木造住

宅の建設の促進

県産材を利用した木造住

宅の建設促進のための支

援

県木材産業課：市町村の取

組を促進 県産材利用の推

進に向けた行動計画の実

行

市町村：公共施設での県

産材の率先利用

県木材産業課：木づかい

促進事業を拡充した木の

香るまちづくり推進事業に

よる公共的施設での県産

材利用への支援

県木材産業課：こうち安心

の木の住まいづくり助成事

業と新木の住まい助成事

業を拡充し利用者の利便

性を向上

県民：県産木材の積極的

な利用

県木材産業課：木づかい

促進事業を拡充した木の

香るまちづくり推進事業に

よる幼稚園、保育園、小学

校、中学校や民間施設へ

の木製品の導入に対して

支援 、木製品カタログを

活用した県外へのＰＲの強

化

県木材産業課：追加経済

対策として新木の住まい助

成制度の創設

県木材産業課：リフォーム

等利用者のニーズを踏ま

えたこうちの木の住まいづ

くり助成事業を創設し木材

需要の拡大を促進

県木材産業課：「木の香る

まちづくり推進事業」のメ

ニューを拡充し公共的施設

での県産材利用を支援

市町村：公共建築物木材

利用促進法の施行を受け、

県方針に即した市町村方

針の作成

県木材産業課：市町村方

針の作成指導県木材産業課：公共建築

物木材利用促進法の施行

を受け「高知県産材利用推

進方針」の見直し

市町村：方針に基づく県産

材利用の推進

県木材産業課：市町村で

の利用の支援

県木材産業課、住宅課：県産材による

居住性能の高い住宅の技術開発及び

供給体制の整備

県産材を利用した木造住宅

の建設促進のための支援
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連携テーマ【地産地消】 【　連携テーマ　】

取組方針 これまでの取組 課題

施策 （今まで何に取り組んできたか）
（今までなぜ上手く進まなかった、

できなかったのか） 1 2 3
短期的な視点

（平成２３年度末）
中長期的な視点
（概ね１０年先）

◆◎木造住宅に関する情報発
   信の強化

◆戸建て住宅の木
造率が、全国平均
を上回っている
　 県をはじめ、市
町村が実施する公
共事業で県産材が
積極的に使われて
いる

◆木材の利用が山
を守ることにつなが
ることが理解され、
住宅分野をはじ
め、公共施設での
木材利用率が高ま
り、学校や保育園
などでの木製品導
入が進む

◆◎地域工務店との情報交換
   や、共同ＰＲ，共同納入など
   を行うための体制を検討

◆◎県産材を利用した木造
　住宅建設促進のための支援

◆◎公共事業や公共施設での
   県産材の率先利用

(２)学校等への木製品
　　の導入

◆学校等への木製品導
入事業に対する現場の
ﾆｰｽﾞは高いが、半額負
担のため、更新の際に木
製品に切り替える例あり
（事業費推移　H18：8,291
千円、H19：13,909千円、
H20：16,294千円）

◆学校等への県産の木
製机や椅子などの導入を
支援するため、「木づか
い支援事業」による補助
金（補助率１／２）の実施

◆本人（市町村）負担が
あるため、すぐに新しいも
のを購入するのではな
く、切替の時期を待つ傾
向がある

◆◎県産材を利用した木製品
   の需要拡大のための支援

◆公共施設や教育
施設の内装や家具
に積極的に木材が
使われている

※これからの対策の ★は新規事業
　　　　　　　　 　　　　  ◎は拡充事業
                  　　　    ○は継続事業

○

※改革の方向 　１　足下を固め、活力ある県外市場に打って出る（地産地消の徹底、地産外商の推進、海外販路開拓への挑戦）
　　　　　　　　　 　２　産業間連携の強化（高付加価値化の推進、すそ野が広い観光産業の戦略的展開）
　　　　　　　　　　 ３　足腰を強め、新分野へ挑戦（生産地の足腰の強化と担い手の育成、中山間地域の産業づくり、新産業の創出）

○

○

◆森林県でありながら、
戸建住宅の木造率が全
国平均を下回っている
（全国：85％、高知県：
80％）

◆森林県でありながら、
公共的建築施設の木造
率が全国平均並（全国：
24％、高知県：25％）

◆県産材を活用した木造
住宅への助成

◆高知県産材利用促進
方針を策定し、県有施設
は原則木材化するなど、
県が率先して県産材利用
を促進

◆民間施設では、地産地
消の意識より、ｺｽﾄ面か
ら県外材(外国産も含む）
を利用する傾向がある

◆木造公共施設等の建
設ｺｽﾄをいかに抑えるか

現状 これからの対策
改革の方向

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３
目指すべき姿

Ｈ２４以降

４．木材に関する地産地消
　
　　　　(１)住宅や施設等への
　　　　　　県産材の利用

○○○○○○○○ ○○○○

高知県木材普及推進協会：関係者との

調整、事業化の検討・決定

県木材産業課：工務店等住宅関連企業

が参画し、共同して木造住宅をＰＲする

仕組の検討

住宅関連業界の参画促進 森林・林業・木材産業・住宅関連産業界

が一体となったＰＲ活動への展開

高知県木材普及推進協会：新たな仕組によ

る情報発信事業の実施

県木材産業課：新たな対策による支援

木や木造住宅のＰＲ

高知県木材普及推進協

会：情報発信事業の実施

県木材産業課：こうちの木

の家普及推進事業による

PR事業への支援

高知県木材普及推進協

会：新たな仕組による情

報発信事業の実施

県木材産業課：木材普及

推進協会との連携による

実施

地域工務店等：地域住宅

のＰＲ・建築促進

県木材産業課：完成した地

域住宅の流通促進、市町

村の再開発計画への働き

かけ

地域工務店等：必要に応じ

て事業を活用し、事業拡大

県木材産業課：必要に応じ

て、国交省事業等の活用

を支援し、地域住宅の推

進を支援

地域ネットワークの形成

地域工務店等：ネットワー

クの運営や地産地消型地

域住宅の企画・検討

県木材産業課：地域ネット

ワークの形成に向けて、情

報交換および助言等の支

援

県産材を利用した木造住宅

の建設促進のための支援

市町村：モデル住宅建築に

よる木造住宅建設の普及

県木材産業課：地域材ブラ

ンド化推進事業を創設し、

市町村が建設するモデル住

宅に支援

県木材産業課：こうち安心

の木の住まいづくり助成事

業による支援 木造専用

団地の新規開拓

県関係各課：CO2固定量

の認証制度による木造住

宅の建設の促進

県産材を利用した木造住

宅の建設促進のための

支援

県木材産業課：こうち安心

の木の住まいづくり助成事

業と新木の住まい助成事

業を拡充し利用者の利便

性を向上

県木材産業課：追加経済

対策として新木の住まい助

成制度の創設

県木材産業課：リフォーム

等利用者のニーズを踏まえ

たこうちの木の住まいづくり

助成事業を創設し木材需

要の拡大を促進

県産材の率先利用

県木材産業課：「高知県産

材利用推進方針」に基づく、

公共施設等の木造化の推

進や公共工事への積極的

な木材利用の拡大

県木材産業課：県産材利

用推進に向けた次期行動

計画の検討

県木材産業課：県産材利

用のＰＲ 公共土木工事へ

の新工法の採用

県木材産業課：県産材利

用のＰＲを強化し、県産材

利用の取組を民間へ拡大

合法木材の利用拡大に

向けて勉強会の実施

県産材利用の拡大

県木材産業課：市町村の

取組を促進 県産材利用

の推進に向けた行動計画

の実行

市町村：公共施設での県

産材の率先利用

県木材産業課：木づかい促

進事業を拡充した木の香る

まちづくり推進事業による

公共的施設での県産材利

用への支援

県木材産業課：「木の香る

まちづくり推進事業」のメ

ニューを拡充し公共的施設

での県産材利用を支援

市町村：公共建築物木材

利用促進法の施行を受け、

県方針に即した市町村方

針の作成

県木材産業課：市町村方

針の作成指導県木材産業課：公共建築

物木材利用促進法の施

行を受け「高知県産材利

用推進方針」の見直し

市町村：方針に基づく県産

材利用の推進

県木材産業課：市町村で

の利用の支援

県民：県産木材の積極的

な利用

県木材産業課：木づかい

促進事業による幼稚園、保

育園、小学校、中学校への

木製品の導入に対して支

援 木づかい促進事業に

よる公共的な施設等への

木製品の導入に対して支

援

県産材を利用した木製品の需要拡大のための支援

県民：県産木材の積極的な

利用

県木材産業課：木づかい促

進事業を拡充し、幼稚園、

保育園、小学校、中学校へ

の木製品の導入に対して

支援 木づかい促進事業に

よる公共的な施設等への

木製品の導入に対して支

援、木製品カタログの作成

県民：県産木材の積極的な利用

県木材産業課：木づかい促進事業を拡充した木の香るまちづくり推進事業による幼稚

園、保育園、小学校、中学校や民間施設への木製品の導入に対して支援、木製品カタ

ログを活用した県外へのＰＲの強化

県産材を利用した木造住宅

の建設促進のための支援

県木材産業課、住宅課：県産材による

居住性能の高い住宅の技術開発及び

供給体制の整備
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県産材による居住性能の高い住宅の技術開発と供給体制の整備

―「こうち健康・省エネ住宅」の開発と普及促進―

◆こうち健康・省エネ住宅推進協議会

設立（６月）

・「設計指針」の策定

・普及啓発と人材育成の支援

◆県産木材等を使った建具や建材の

開発・性能試験・認証

・建具や建材の開発等の支援

・健康・住宅のデータ収集・分析の支援

・モデル住宅整備の支援

・モニターに対する支援 を追加

◆高知ブランドのパッケージ商品として

の「こうち健康・省エネ住宅」や、新開

発した建具や建材を県外に「外商」する

体制の構築

◆県外での普及啓発とモニター募集

・「外商」の取組みの支援

・資格制度、登録制度の創設

・人材育成、住宅供給の仕組みづくり

の支援 を追加

平成２３年度 平成２５年度～平成２４年度～

◆国の研究成果や諸外国の事例も勘案

しつつ、「高知の山の木・高知の設計

技術・高知の大工が作る・見守る」住

宅の技術開発と供給体制を検討

◆「こうち健康・省エネ住宅設計指

針」の策定

・新築版

・リフォーム版

支援
支援

支援

◆モデル住宅等を整備し、住宅と健康にか

かる実証データの収集と普及啓発を実施

◆一般の住宅においてモニターを募集し、

新築・リフォームの前後のデータを収集

◆高知大学医学部や地域の医療機関等と連

携し、居住者の健康データを収集・分析

◆高知工科大学等と連携し、健康・省エネ

にかかる住宅データを収集・分析

◆建築士・工務店等地域で住宅供給

を担う主体の啓発と人材育成

◆以上を設計指針にフィードバック

◆建築士・工務店等地域で住宅供給を担

う主体の啓発と人材育成

◆木材や建材・建具供給の体制整備

◆地域の医療・福祉機関と連携した継続

的な居住者の「見守り」の開始

◆適切な技術水準を確保するための建築

士の資格制度及び工務店等の登録制度の

創設高知の特色を活かした設計指針の策定

◆住宅と健康の関わりや、「設計指針」

の普及促進のためのセミナー等の開催

「健康・省エネ住宅」の啓発

建具や建材の新規開発

実証のためのデータの収集・分析

モデル住宅等の整備と普及啓発

設計指針へのフィードバック

供給体制の整備

「地産外商」の取組み

県内での本格的な普及啓発の取組み

供給体制の整備と技術水準の確保
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